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第@回 平成21年度

r毛普T ロt白 Eヨ
貝只百三E.

(写真:敬称略)

本会選奨士tI.程第 9条イ項(電チ工学および情報通信に閲する新しい発明，理論，実験，手法など

の基礎的研究で，その成果の学|日l分野への貢献が明確であるもの)，ロ項(電子工学および情報通

信に関する新しい機器，または方式の開発，改良，国際標準化でその効果が顕著であ り，近年その

業績が明確になったもの)による業績に対し，下記の 6件を選ぴ贈量した.

グラフアルゴリズムの革新と

アルゴリズム工学への展開

受賞者茨木俊秀 受賞者永持仁

グラフ・ネ ットワークにおけるフローの概念は，輸送

や通信の効率化だけでなく ，データのク ラスタリング，

ネットワークの信頼性解析など，幅広い応用を持ってい

る.その理由は，最大流最小カ ット定理によって，最大

流問題と最小カ ット問題が表裏一体の関係にあることが

広く知られ，そのためにフローを用いたモデル化が豊か

な表現力を有することにある.実際，最大流問題の応用

として知られている事例の多くは，フローそのものより

もカ ットを求めている.にもかかわらず，最小カッ トを

計算するには，最大流アルゴリズム を経由するのが定石

であった.

受賞者は， 1990年に連結度の階層性を形成するグラ

フの森分解を発見し，これに基づき最小カット(校連結

度)を計算するアルゴリズムを構築した.このアルゴリ

ズムは，グラフの頂点を最大隣接順序で順序付けすれば，

最後の 2頂点聞の連結度が線形時間で検出できるという

新しい動作原理に基づいているのが大きな特徴である.

最大流を経由せずに最小カッ トを計算する という点で従

来の手法と全く異なった新たなアルゴリズムの出現は驚

きをも って迎えられ，理論的なブレークスルーとなった.
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実用的に も，プログラムと しての実装が容易であり，極

めて高速であることが報告されている.これらの特徴か

ら，このアルゴリズムは Cook，Cunningham， Pulleyb-

lank， Schrijver (1998) ， Korte， Vygen (2000)など，離

散最適化分野の代表的な教科書において，標準的解法と

して紹介され，世界中の大学・大学院で教えられている.

更に， 受賞者は，最大隣接順序に基づく最小カットア

ルゴリズムを発展させる形で， 準最小カ ットの列挙， カ

クタス構造構成問題，極値頂点集合族問題，枝連結度増

大問題，供給点配置問題などのより複雑な連結度問題を

解く高速かつエレガントなアルゴリズムを体系的に開発

した.特に，森分解に基づいた疎化法と呼ばれる方法は，

アルゴリズムの標準的な設計手法のーっとして定着して

いる.

受賞者らの耐究に刺激され，そのアルゴリズムの正当

性をより簡潔に証明する試みが世界中で行われた.その

結果は， Queyranneによって，対称劣モ ジュラ一関数

と呼ばれる集合関数の最小化アルゴリズムに昇華され

た.その後，受賞者によ って導入された止モジ‘ユラー集

合関数の概念によって，新しい純粋に抽象的な数学原理

として説明できることが明らかにされている.

これらの一連の研究成果は， 最近，受賞者によって英

文の専門書にまとめられ，出版された.簡潔な原理に基

づいて， はん用性の高い設計技法を開発した点で，受貧

者の業績は 1970年代における Tarjanの深さ優先探索と

も比較されるべきものである.

受賞者によるグラフ連結度アルゴリズムと正モジュ

ラー集合関数の理論は，オリジナリティの高い手法の開

発と新しい理論体系の確立によ り，電子工学と情報通信

に応用を持つ先駆的基礎的研究と して重要な貢献を果た

した.これは，計算理論，離散数学，オペレーションズ

リサーチ分野の最適化の研究者の注目の的となり，それ

らの研究分野の協調と融合の大きな推進力となった.受
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賞者は，協調と融合の更なる発展のため，平成 11年度

発足の「アルゴリズム工学」特定領域研究として新たな

研究分野を提唱し，その後の日本におけるアルゴリズム

理論の隆盛の最大の原因となっている.

このように，受賞者の業積は極めて顕著であり，本会

業績賞にふさわしいものである.

高性能データベース問合せ処理方式の開発

受賞者喜連川優

関係データベースシステムは 1970年代にその理論

的基盤が構築され，その後の継続的な研究開発により，

今日では広範に利用され情報社会を支える基盤技術と

して必要不可欠なものとなっている.

受賞者は，関係データベースシステムの高性能化を実

現する上で根幹となる問合せ処理において，ハッシュ法

に基づく手法を中心に数多くの手法を提案するととも

に，実装・評価を行いその有効性を明らかにし，多大な

貢献を果たしてきた.関係データベースにおいて重要か

っコストの高い処理として結合処理が挙げられるが，受

賞者は，ハッシュ結合アルゴリズムの先駆的な研究を

行った.その研究は， 1980年代初頭の GRACE関係デー

タベースマシンの提案にさかのぼり，受賞者は最も初期

の主要な研究者の一人である.以降，動的デステージン

グハッシュ結合方式，バケツ平たん化並列ハッシュ結合

方式等多様な手法を創案するとともに，数多くの論文を

継続的にトップカンファレンスにおいて発表し，常に当

該分野を国際的にけん引してきたといえる.ハッシュ法

に基づくデータベース問合せ処理は，今日ではほとんど

の商用のデータベース管理システムにおいて実装されて

おり，産業界に対しでも多大な貢献を果たした.

受賞者は手法の提案にとどまらず実際にシステムを構

築してきた.共有メモリアーキテクチャに基づく並列関

係データベースシステムである「機能ディスクシステム」

は，当時の主要な性能評価指標であったウィスコンシン

ベンチマークにおいて，他のシステムに比べ圧倒的に高

業績賞贈呈

い性能を達成し，ハッシュ法を基盤として関係データ

ベース問合せの効率的な並列実行が行えることを実証し

た(本会論文賞受賞).また，受賞者は，ハッシュ法に基

づくアプローチを並列データマイニングに適用した第一

人者としても知られており，この貢献も大きい.

ハッシュ法を基盤とした問合せ処理技術は，関係デー

タベースのみならず，近年大きく着目されているクラウ

ドにおいても活用されている GoogleのlVIapReduceに

代表される大規模データの並列分散処理においてもハッ

シュ法に基づく技術が利用されており，受賞者の研究成

果が実社会へ更に波及していることが分かる.

上記を中心とし，大規模 PCクラスタ形並列データ

ベースや超高速ソータ等の業績も含め，受賞者は 2009

年に AClVIS1GlVIOD Edgar F. Codd 1nnovation Awardを

受賞している.この賞は AClVIのデータベース研究部会

である S1GlVIOD(Special 1r山 restGroup of lVIanagement 

of Data) により贈られる賞であり，関係データベース

の概念を提案した故 EdgarF. Coddの名を冠した名誉

ある賞である.データベースの研究分野では最も権威の

ある賞として位置付けられている.現在まで 18名の受

賞者が存在するが，日本人としてあるいはアジアの研究

者として初の受賞を果たしている.

本会に限っても，データ工学研究専門委員会委員長を

務め， 2005年にはフエローを授与されている.また，

2005年に東京で開催された，データベース分野におけ

る主要国際会議である 1CDE(1nt. Conf. on Data En 

gineering)では会議委員長を務め，成功に導いた.更に，

科研費特定領域「情報爆発 IT基盤Jにおいては，領域

代表として国内の多くの情報系研究者から構成される大

規模プロジェクトを躍動的に推進しており，その功績は

大きい.このように学会活動においてもその業績は極め

て顕著であり，本会業績賞にふさわしいものである.
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10テラビット級OTN(Optical 'l't-ans伊 rtNctwOt'k) 

基盤技術の先駆的研究

受賞者宮本裕

受賞包 富津将人 受賞省 佐野明秀

ブロードバンド社会の!とる:る党以にlnlけ.基幹1Lネッ

トワークの大谷雫化，経UT化ilii.びにl印信組化が求められ

ている.このため， 1本の/1:.ファイパ;こ抱数の波長を多

重し. ?キ波長に超出速イー・サネ y ト信サ等の多様なディ

ジタル信号を多卓・収谷L.大谷量伝送する光ネット

ワークの'長剥が必訂(である. ITL-'I・では，そのような

大容量1i:.ネットワークを実現する OplicalTran古porl

1¥ etwork (Oi、¥;が，凶際燃準化されてきた.

受賞者らは.超高速チャネルを用いた OT河を実現す

るディジタルf8"~}フレームを提案しその技術的な実現

性そ世界に先駆けて示すことで，同際標準化を先導した.

l斗"守に， 1波長当りのチャネ jシ応 l立が 40Gbir/s，

lOOChil.!おのディジタル杭号そ OT:.Jにおいて長距離伝

送するために.光ファイパ{」;送i二過した光変彼調・多量

化 )j式を tI議・実~II::"， lOThiLis級の起肖速大容iit光

ネットワーク (0'1'1¥)の実現'IYI:を世界lこ先駆けて実;ii(

した.

出本裕111ま.強度変調方式，差動位相変調方式，~に

はOFDM (直交}剖波数多重)方式に応用可能な中ャリ

ヤj!lfJ作 RZ(CSRZ)んー式を提案した. ;¥"-RZパルス化)j式

により.超肖述光信サの長]，F紙伝送ヰ.):'1:1の飛躍的なじ文書.

、i伝ぴ:こ4之助{点相変両信号-fff域，作縮の実現性を世界に先駅

けて実証した.チ・γ ネル辿)支 43ω川/詰において，誤 ~J

訂正特写を合む OTNディジタルフレームと CSRZ符号

を組み合わぜ， I吐界初の 4:~Gbir!詰長距離波長多京伝浸

の実現|生を示し宮i半将人君とともに平成 U11'，度の本会

論文貨を受賞している.また，チームリーダとして
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lOOCbiLヘ級 OTt¥による起lOTbil.!s大容ii;:伝送ブ円

ジェクトを指抑Lた H向L勤位相変調符号を CSH乙方

式と組み合わせた CSRZ-DQP叫ん式を提議 1.-/.供出f明

秀Aliとともに 11 1 Gbitls OT:.lチャネルを 140チャネル

波長多重した 14Tl】 ití" 大容i止光伝送に成功~， OT河に

おける 100(;イーサ伝号の広域転送の実現性lこ道を聞く

とともに.当時の l本の光ファイパを用いた伝送容雫の

世界記録を~新した.

出i早何人君ーは. OT:Jの波長多重ネットワ』・クTI理を

IIJ飽とする OTドディジタルプレームにおける多様なク

ライアント信号多煎収作方式を提案した. また凶|祭際準

化問付、 ITl!-TのH本代哀のーはとして， Study (;roup 

(SG) 1 Sにおける U木発の凶|慾柿準 01・河の標準化に尽

力~， ITC-T (;.709 勧?7・・:.Jdwork河oc]crlllr~rfar、c rnr 

Optical Transport ¥Jetworl;: (OTr¥) ，.の策定において，

，1OCbit/sクラスと多重構造並びに， イーサネットイオ号

への最適化を凶った IOOGbit/~ 18' 0'を合む拡張 0・1'1'¥の

同際標準化に貢献した.本来績により，宮本桁君ととも

に棋井健二郎氏記念貨を受賞している.

f本T}明秀吉は， jAJ線伝送分~rr'で普及しているデノジタ

ル信号処叫と上述した多11向変調方式を1斤周 L，〉むブプイ

パ伝i主に適 Lたノ・ーガ、ードイン夕、ーノ〈ルコヒ、ーレント

010'υ:.YI H式を{是:~L， 1 OO(;bitl s OT丸 信号のl.OOOkm

を超える長距離{:f.送が可能であゐことを'支証 Lた.サブ

キャリヤ数を 2までilU!戒しガー ;JインターパルをJ+lいな

い出世度多重に泊 Lた OFDlvf方式により，尚j生チヘ・手、

1レ{三ib:の副題であるKフγ イパの波長分散や偏波モー;、

分散による信号-劣化の-括ディジタル補t誌を'長証した.

本技術により 13.5TbiLiぉ波長多卓信号の 7.000kmtU'， 

にわたる伝送実験に成功し，伝送科帯hF縦横-のIU:界記録

を lけたlnU，(従米技術比)する両則的な成果を，1-.げ，

IOOGbit!s 01'¥の高密度長距離)'i:，ファイパか送の'兵士見

にi邑fr:聞いた.

以上のように，受賞者らは，将来の高信頼かつ経治的

な大容L4;光ネットリーク (OT河)のどめの先駆的研究を

世界に先駆けて行い， 11本の固|祭傑準化貞献を只明化し

た.受賞者らの業績は締めて顕著であり，本会業績!fTに

ふさわし L、ものである.

噌一 一一川島-oぬ起点訟ト皐ノ
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EMC測定評価技術の閥発と

同際桜準化への氏献

受賞者杉浦仔

電気電寸二機器等から令聞に放射される不安な百倍?1えが

通信放送の受信を妨げ，線路そ伝導する不要なl官j以J?皮電

灯1 ・電流が{也のj~器の誤動作を止じるよとはよく知られ

ている.44とに. CPI: I人l時機器ヤ小)I~処線機器が我々の

身の凶りにはんi~する H主今，不安屯値以(妨主.波)によ

る様々な障害が顕イ上化している e 受賞者は， この電磁1端

境問題の重宝ト111:に早くから気づき，'屯能rlえ|婚さ.の低減に

関する多様な研究，特に妨害波測定法に関すゐ研究に長

島〈従事し，その成多~O)同際海椴化を精)J的に努めてき

た.

搬出・システム問の必儲適イ'';-'1ヰ (GMC Elcctro-

11I<t即時tiじCOnt].l辻tibility) に|剥すゐ'苧術的研究は. 1977 

午に本会:ご喋廃屯儲L学仰|究専門委員会 (E:.vICJ)が設

置され，それを契訟として殺が凶で広範凶に1iわれてき

た.-)j，産長押では， '4気を手IL吊するすべての機片足・

装置がf<:I¥!1C茶i隼を渦たーす必安:があるため.凶|祭;')n:材、障

害特別委は会(CISPR) が定める妨害波測定U~べ〉許容他に

l剥心が集まっている.

受賞者は，我が同の産*Wが CISPR規格に関心'i(持

九始めた 1970年ごろから，多織な EMC分野の研究に

従事しこれまで我が同の EMC分野の研'jE開発そ先導

してきた.特に，欣射妨吉?J.!，;JI)測定に使用する測定tfi

アンテナ，測定場などの特|宝を学術的に研究しこれ()

の測定装需類の什撤を|会汗J~ た.その成多H:の多くは

CISPR規格に採用されて， .l兄1i..IU:界中でliiく利用され

ている.また，測定時やアンテナの校正法にl生!する何|究
も11'っており，その成果が認め!.:>れて，現イ1.:， CJSPR 

においてγンテナ校iT.iLtこ閲する同|祭規他策定のflド~~班

主任を務めている.このように受賞者:ム放射妨作ilJiの

測定U~に閉して名実共に世界の第一入者である.また，

機器の誤動作の141凶となる伝導~万古1: ~:皮 tこついては，その

発中・伝搬メカニズムや，妨害波iL'i;減用ブ J二ライトコア

等の妨汗~1以J 後部品の特YI:を付f~l，その研究成来に茶

づいて妨害波'~Ü1Lの測定辺、ヤ対策部品の特性評価U2を開

発した.ニのように，受賞者の-速の先駆的制究:i.

却を活費J，I;'!呈

E¥!C分リl?の研究に新たな局面を切り聞き， 1'+.:11人j基準や

囚|祭規格として世界111で利尉されており，学中|守 .PIそ支の

l山j面:こ常可寸・るところが械めて大きい.

また，受註宥は，本会代設問，環境従政 1:学付l究もi円

安員会安員長や，通信ソサイ、エテノ主催 2004{f E:.v!C 

同際シンボジウム(E:.¥ICO，1!ScndaiI紺織委員長をはじ

め，日本'苧術会議電丸電了寸1学委員会 URSI分科会 E(電

，@ii皮の雑許と障害)小委員会委員長， IE巴巴ノEYICS 

Sendai chaptel委員長などを歴任し，学会活動において

も多大な貞献を果たしている.また~ 25イ1'.以[-，にわたっ

て郵政省電波技術脊議会(刻，総務符I長報通信者訟会技

術分利会)専門委Hを務め，同 CISPR委は会下査など

を肘任 Lて，妨古:波に|剥する凶|付規定の掠定会主導L，

也;波行政に大きく良献している.

以上のように，受賞者が柵究開発した掠々なじMC測

定;H耐技術は阿際規格として各同で干IJ汀]されて，電磁牒

J立の保全に大きく氏献している. したが勺て.受賞者の

来績は誠に顕若で，本会長続賞にふさわLいものである.

}10S 1\t~集結回路の裂選プロセス・

テサパイス設計支援技術の開発

，三省杭 昔日研二 交信者 鎌倉良成

ド|際f導体技術円、ードマッブ(ITRS)によると，近々.

32nmのテクノロジーノードの超高桁皮集桔凶1?'告を量が

する時代lこ突入する.ここに至るまで.数え切れない況

とーの技術者がl長l与Lた以々たる失敗の|絞史がある. 1980 

年以前は集債|川|路の製造ブ11セス条件の最i由化には技術

1:i'のみ有lLた経験が大いに役すーったが，ぞれ以降は集枯

JII[怖のブ II セスやデバイス構i~が複維になりすぎーに人

間が製造条件を-M;直設計することはでき iなくなってき

た.己の問題を打I，:Uーするため， J膨太なデータベースから

普遍的な形式加を抽11¥(モデリング)し，それを使って~I

ti誠上でプロセス条件やデバイス構造会最jsj化すど3

TCAD (Tr.chnoJogy Cnl11J)uLCr Aidr.d D(:~igl1)技術が登

場してきた.その後，試行錯誤の高験凶数を減らして閲
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発コストを印JìJ，~する円的で，多くの半J草体:メ、ーカ、-(;土中

先 Lてこの TCi¥D技術を導入した結綿がある.行口fi)1

:君lム TCAD れい明期の 1979年ごろから:次冗のプ

ロセスシミニλ レータを世界に !!U.W~)て開発 L，その精度

向卜.のために，酸化誘起増述拡散や不純物加:了-のt混迷拡

散のモデル開発を行iってきた.これらのプロセスモデル

と二次冗プnセスシミュレ』・タは微細 lvfOSFF:T. メモ

リセル， CC[)ゃCMOSイメージセンサのピクセル構造

などの開発に生かされていゐ.

~~:: :.vIOSFET (J.)屯;気的特性はシリコンJ.li収巾のIj":純

物Jl;(h!畏度分布に方11え，キ・γリヤ移動)支，衝突電雌》ゃな

と'L:大きく影響される.受賞者らはシリコン必杭巾の

キャリヤ輸送のメカニズムを明らかにするため，電rの
波動問教を問いとプ J1-バンドモンテカ jレロシミュレータ

の開発をわりた.この合わせ込みパラメータのないシ

ミュレータの開発により，広いエネルギ一範阿のキ、γリ

ヤに対するインパクトイオン化のモデルλが明らかに

なったe このモデル式はid先端 ¥10只FETのみならず，

IG1.l1、やパワ-MOSFETなどの高liutrf.パワーデ、パ、イス

の開発に貢献している.なお. シリコン基ホ私紋h反〈にi適E用した

ソJルレJバパ{、ン Jド，司ニモEε、ンテカルロシミニコ'.レ-夕の hリLλlは立丸， 受詰者

らのJ旨炉;~淳1手.のもとで G‘礼i凶A~、， C<泊a州N. ダイヤモンドなどの研

究」名j.1:にこも民開.波;及及!い/. 新材手科Jヰlテ

シミ JユL レ-.シ当ンが可能になった.

受賞者は半導体デバイス・プロセス技術に閉する世界

最出~(準の会訟である凶際電T~T・会議(lED\1)におい

て累計 lon以1-.の論文;採択を*たすなど.プロセス・

テツtイス及び酸化膿信組'1ヅ1:モデリング:ニ|剥Lて凶|祭的に

も虐仏、評価を受けている. また.谷U研:君!まH米|吹を

Jすん凶 t)で 3年ごとにIJHi長される集積凶路プロセス・デ

バイスシミュレーション同際会読， おISPJ¥Dの紺織安凶

長 (2002年， 2005年)を務め， IJt界の TCAD技術の発

展に大きく脊守した.本会でも平11丈論よ誌編集委.HRを

務めるなど，学会活動や業縞;土布施iめて顕著であ f)，木会

楽街賞にふさわしいものである.

最後に，設計・開発から製品製造まで包含する集砧凶

路設計支援ttWj- (TCAD) は，受賞者をはじめとする IU:

界111の付|究者・技術者-の知恵比べの集大成であり，彼ら

の知恵と:努力の成果が rvros生積同開泌品をiillして今日

の高度情報化社会の実現に大きく点献したことを付記L

ておきたい.
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ディジタルブリディストーション技術による

高効率活力栴l脳装世の実111化

受質者 犬石泰之

会賞U 久保徳郎 受賞首 長谷和男

}~~情;，L(t;j~'などの無料通信では，有限令官j原である無線

河波数をいかに効不良く活用すゐかが主張な技術的課也ー

である. このため， これまでに多くの変調んー式，多疋持

続方式が研究されてきた.安調方式におい-cは，搬送波

のい:相やJ6'J波数のみを凶いで情報を伝送する定包絡線変

出jから， ~辰I~Di . f立相の双方に悩却を載せる線形従調へ移

行 Lており.周波数利用効ネの観点から今後も一層の多

柄化がjffiむことは避けら九ない. また携出ー電話の茶l山局

では多数のユー If、をアケセス I'Jfì~ とするため. J司法数，

あるし、ti符2・による多正按続が不可欠であり，ニれら多

重化された{六号は線)r~抗告すとして取り扱う必要がある.

-方， f!11.線通信では送信{g"Z;"をI目幅するための竃)J噌幅

が必須であるが，その電力効本(増師法也の消費電力に

対する育行線11'，)j'屯:)Jのjヒ)が装需のj行者屯JJ，サイズに

大きく影響する.近年. f，最境卵、荷や C()~ 向IJiJ，;Rの観点か

らも消者福))をflb成することが最韮史-の課題になってお

り，このために電力効本の出'j \，->線形電力増I)~tが求められ

ている.一般にl目幅十!?iの線形刊.と効率は相反する特'1ゾ1:を

持っていゐため，線形増11I出を尚い効ネで千Jう技中j:jと Lて，

増幅慌の非線形ひずみをj11J!.T:するひずみ補償技術が多〈

研究されていゐ.

受貸δらは..L(tJJ増幅技術に閉じて，広fff城高11¥))屯

))!~I~ÆテψパイスのJ何波形ひずみを補償するおi'~いディジ

タルプリヂイストーション )j式を開発した. 4，.:技術を
I :Yli、-2000:切線茶l也局肘送信電))J円I~Di装置として IU:界で

初めて実用化L，長置のa4力労IJ?干を大Ili:;¥に改きすること

に成功するとlゴJI時に，尖環境ドでの安定動作が>Jとめられ

i'llT情報通4門学会誌 Vol.9:1，No.7. ~(JlO 
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るiiI崖佐世としての布市|生を充RIIーした. これにより，W;

定以来地局の1山市青屯)J化，小形化を述hl(:し， LWr-2000 

4トーピスの普及に重~な役室lぽ担っている大容iiI無線基

地局装置の甲-則J実現に貞献した特に¥;V-じD!VIAや

LTRなどの)1;:;jiJ戎な尚出力電力増IIJ~.6iにおいて，従来

のひずみ補償技術が対象とじてきた静的な拡幅ひずみ・

位相ひずみだけでなく.人力信サに依必した動的なJド線

形ひずみ(メモリ効414jが問題とる:ることに早くからえま

回 r~. それを補償するがJ しいプリディストーシ司ン方式

をw京L，その有効性を示Lた. 2003年 11片には4，:成
呆により「ディジタルプリディストーション者補償方式

の実用化」として第 51岡高気科学技術焚励賞(オーム

技術賞)を受賞Lている.

以卜.のように，受賞者らは今後の移動i曲折システムと

して，ブロー ;Jバンド、.J[総インタフェースを経治的に~

業経質問呈

J兎すゐ大きな課題の-・つが基地向増IIi品協の効:字化である

ことを検討の初日!の段|併から子見しそれを肝ihする技

術的手法として~i 線形ひずみ補償lH~:jを考系し商用化

における多くの実際的(~課題を込括的 lこ僻決することに

よ!i. 、L コIiジカルなブ円、ートソ〈ンドワイヤレスシステ

ムを経済的に構築できることを示した.今後， lMT 

Ad¥'anc吋に向けて伝送速度の更なゐμ速化が求められ

る+kii'i'cU;j[i基地同の使J+j'L包:)J量の削減;ム通信キャリヤ

の運用コスト低減に貢献すえらととちに. l葉桜台、i怖を低iJok

したi~\此素化社会の実現にlnjけた社会的使命として極め

て煮安である.本成宋;は電)JJ円I~D\技術というm:線通信に

不I'J欠な要素技術に関して，動的な非線形びずみに詰円

し，その克服技術を 1:lj発することによってブレークス

ルーを成L進げた成果として，その装結;立、広l~:であり.

木会主績賞にふさわしいむのである.
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